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西高からはじまる一歩 

            校長 上杉 一浩 

 西高のシンボル「大松」が今年も登校する

生徒たちをしっかりと見てくれています。登

下校する西高生に「明るくていいぞ」「元気を

だして」「どうした、何かあったか」など語り

かけているよう 

にも感じます。 

 今年度の学校 

運営方針につい 

ては、①基礎学 

力の定着。②基 

本的生活習慣の 

確立と豊かな心 

の育成。③生徒 

の進路第一希望 

の実現。④学校 

満足度の向上。 

以上の４項目を掲げました。自発的に考え、

判断・表現し、さまざまな問題に対応して解

決する力や自らを律しつつ他人とともに協調

し、他人を思いやる心、感動する心などの豊

かな人間性を備え、夢を持ち夢に向かって努

力する西高生の育成を目指します。 

さて、今年入学した１年生が西高普通科全

日制課程最後の生徒となります。明治 32年に

高等女学校令が交付され、本県では現新潟中

央高校、高田北城高校についで開校した古い

歴史と伝統を有する学校です。阿賀北地区全

域にわたる女子教育の中心的役割を果たして

きました。新発田高等女学校から新発田女子

高等学校、西新発田高等学校と改称し、昭和

60 年度の全日制男女共学施行により現在に

至っています。 

 平成 28年３月に県教育委員会から「県立高

校の将来構想」が発表されました。県が目指

す高校の姿は、①「専門分野を探求する高校」

として、専門分野を探求し、社会の第一線で

活躍する人材を育成する高校。②「学科総合

型の産業高校」として、複数の専門学科から

なり、学科の枠を超えた学習も可能な高校。

③「大学進学を重視した学究型の高校」とし

て、生徒のほぼ全員が大学に進学する高校。

④「総合選択制の高校」として、普通科目と

ともに、専門的な知識や技能を学ぶ科目を選

択できる高校。⑤「柔軟な学びを可能とする

高校」として、生徒の多様な学習歴や適性に

柔軟に対応する高校。以上の５つのタイプの

高校を設定し、西高は「柔軟な学びを可能と

する高校」として平成 30年度に「単位制高校

普通科定時制（午前部）課程」に改組される

予定です。 

「定時制課程」とは、１日の内に、特定の時

間帯で授業を行う課程を意味し、Ⅰ部（午前

４時間）Ⅱ部（午後４時間）Ⅲ部（夜間４時

間）と分けられています。西高はⅠ部の午前

４時間の定時制課程となります。ただし、単

位制の履修形態の多様化や弾力化を図るため、

午後にも授業を行うので、３年間で卒業する

ことが可能となります。また、経費的な負担

も全日制と比較すると軽減されます。 

「単位制」とは、科目ごとに単位数が設定さ

れており、定められた必要単位数を修得する

ことによって卒業できる制度のことを意味し

ます。現在の西高は「学年制」で、進級に必

要な単位を１つでも落としてしまうと進級す

ることができず、原級に留められます。そし

て、その学年で取得した単位も無効扱いとな

り、再びその学年の全ての学習をやり直すこ

第１回生の植樹「大松」 

澄 み て 輝 く 

（裏面に続く） 



とになってしまいます。しかし、単位制高校

の多くが「学年制」を取らないでいるため留

年の概念がありません。また、単位制高校は、

幅広い講座から一人一人の個性・生活スタイ

ル・進路希望に合った学習プログラムを創り、

部活動や学校行事にも参加して楽しく充実し

た高校生活を遅れます。 

 単位制高校を選ぶ視点は、全日制での学び

が不安な人、不登校などの経験から、高校で

の学習が不安で学び直しを考えている人、経

済的な事情でアルバイトをしながら学びたい

人、何らかの支援を受けながら学びたい人な

どに向いていると言えます。また、学年制の

高校を中退し、その後に高卒の資格の取得を

目指す人には、それまでに習得した単位を引

き継ぐことができるので、余裕のあるプログ

ラムでじっくり着実に学習できます。一方で、

多様な選択科目から自分に合った時間割を自

分で組み立てて学ぶということから、能動的・

主体的な学習姿勢が求められます。 

西高は、社会の変化に対応した魅力ある高

校としての道を切り開きます。そして、地域

の皆さまに信頼され応援される西高へと向か

います。西高からはじめる、西高から踏み出

す一歩を考えている中学生の皆さんを待って

います。 

【西高地域の声を聞く会について】 

西高の改組に向けた説明会を開催しま

す。ふるってご参加ください。 

 

○ 期 日 平成 29年７月１日（土） 

○ 時 間 午後３時から午後４時まで 

○ 会 場 西新発田高校 

○ 申込先 受付時間 9:00～16:00 

℡：0254-22-2454 

      教頭 渡邉 孝弘 まで 

 

入学式 

 平成 29年度入学式が、４月７日（金）に行

われました。PTA会長・後援会長・同窓会長・

学校評議員の皆さまと保護者の皆さまが見守

る中、呼名された 73名が入学を許可されまし

た。 

 充実した高校生活が送られることを願って 

います。 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

対面式・クラブ紹介 

 ４月 10日（月）４限・５限・６限に対面式・

クラブ紹介が行われました。 

 新入生代表挨拶に続き、クラブ紹介では、

運動部の練習の様子や文化部の演奏披露が行

われました。 

 新入生は部活動に積極的に参加し、心身と

もに成長して欲しいと思います。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


